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また， 10から 1800Ma の年代範囲で，石英中の酸素空格子の量と年代に相関があることを見いだした。酸素空格子が
この年代範囲で，石英中に蓄積してきたと考えられる。その生成メカニズムについて考察した結果， α反跳核種だけ
でなく，外部からの β及び T線の寄与が無視できないことがわかった。 ESR 年代測定法が，初期の地球史の解明の研
究に用いる可能性が指摘される。
最後に，補遺では ESR 及び TL年代測定における年間線量率に対する，大気中の 222Rn からの寄与について検討
した。
論文審査の結果の要旨
石英 (SiO 2) の中の常磁性格子欠陥の熱的消滅や放射線照射による生成を電子スピン共鳴 (ESR) を用いて調べ，
貫入岩帯周辺の変成岩中の石英によって，その熱履歴を明らかにし，先史時代の石器の熱処理技術の解明へ応用した
他，石英中の酸素空格子を利用した新しい年代測定法を提案した。よって，この論文は博士(理学)に十分値するも
のと認、める。
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